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キリスト教の典礼・礼拝は多くのシンボルで
彩られている。諸教派の典礼・礼拝で用いら
れる所作、司式者の服装、祭具、典礼色や数
字などの由来と変遷、現在の用いられ方を紹
介。一つ一つのシンボルに込められた意味を
味わうとき、日々の典礼・礼拝がさらに豊か
になる。

A5判・並製・248頁・定価3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN978-4-8184-1118-0　C1016

1．所作・動作　立つ／座る／ひざまずく／オラ
ンス／手を合わせる／礼をする／十字架のしるし
／接吻／胸を打つ／行列

2．諸秘跡の典礼　パンを裂く／ぶどう酒に加え
る水とホスティア／平和のあいさつ／浸礼･滴礼／
代父母（代親）／灌水／按手／塗油／結婚の祝
福／共同司式／集まる／歌う／アーメン／沈黙
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3．典礼暦　主の日（日曜日）／典礼色（祭色）／
アドヴェント・クランツ／プレゼピオ（飼い葉桶）と
クリスマスツリー／40日／断食（節食）／枝の行列／
洗足／徹夜の祭儀／復活のろうそく／8日間・8日目
 
4．祭服　アルバ／ストラとカズラ／アミクトゥスとチ
ングルム／ダルマティカとカッパ（コープ）／ミトラ、
バクルス、パリウム

5．祭器・祭具　パテナとカリス／祭壇布とコルポ
ラーレ／聖書と朗読用聖書／四福音記者／ろうそ
く（ランプ）／香と香炉／灰／受洗者の白い衣と
ろうそく／十字架／聖水／鐘

6．礼拝の場　祭壇（聖卓）／聖書朗読台／説教
壇／司式者の席／聖櫃（タバナクル）／洗礼盤（洗
礼槽）／東と西

『礼拝と音楽』162号から192号まで連載された
「礼拝とシンボル」を加筆し単行本化！

シンボルで味わう典礼・礼拝
1961年生まれ。
日本カトリック中央協議会、日本カトリック典礼委員会秘書。宮
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第１章　所作・動作

1 以下は、P. E. Fink (ed.), The New Dictionary of Sacramental Worship, Collegeville 1990, 
pp. 505-507、J. A. Jungmann, Missarum Sollemnia - Eine genetische Erklärung der Römi-
schen Messe, Freiburg 1962, pp. 314-315を参照。2 立つ姿勢については本書【10】頁以下を参照。3 ニケア公会議（325年）の「規定（Canon）」20（MaC 2: 677B）参照。

4 テルトゥリアヌス『祈りについて（De oratione）』23（PL 1: 1299）参照。
5 「ローマ・ミサ典礼書の総則」43。6 同 268参照。

オランス

手を上げて神に祈る
礼拝で立って祈るときの姿勢は、両手を胸の前で合わせる姿勢（合掌）

が一般的ですが、両腕を広げて少し高く掲げる姿勢もあります。これはラ
テン語で「オランス（orans）」あるいは「オランテ（orante）」と呼ばれます。
文字通りの意味は「祈っている」で、そこから「祈る人」、「祈禱者」の意
味にもなりました。
手を上げて神に祈る姿勢は、エジプトやシュメールなどの古代社会でも

用いられていたようです 1。旧約聖書には次のような記述があります 2。
嘆き祈るわたしの声を聞いてください。至聖所に向かって手を上げ
　　あなたに救いを求めて祈ります。 

（詩編 28･2）
天にいます神に向かって
　　両手を上げ心も挙げて言おう。 

（哀歌 3･41）
また、新約聖書では、パウロが、「わたしが望むのは、男は怒らず争わ

ず、清い手を上げてどこででも祈ることです」（Ⅰテモテ 2･8）と述べています。
初期の時代のキリスト者たちの間でも、こうした伝統に基づいて、祈るときにオランスの姿勢が受け継がれたのでしょう。

古代キリスト教におけるオランス 3

キリスト教初期の遺跡である地下墓所（カタコンベ）や当時の石棺には、このオランスの姿勢をとる人物がしばしば描かれています。2世紀には、故人の名とその安息を願うことばがオランスの人物に添えられました。3世紀になると、「安らかに。我らのために祈りたまえ」のように、死者の安息を祈るとともに、死者に対して、生者のために祈るよう願うことばが添えられるようになりました。
古代教会の教父たちは、手を上げて祈ることについてたびたび言及しており、当時は手を上げて祈る姿勢が広く知られていたことをうかがわせます。たとえば、テルトゥリアヌス（155

オランス

図1：オランスの姿勢

図 2：手を上げて祈る女性、プリシッラのカタコンベ（ローマ）、３世紀頃 ~220年以降）は、「わたしたちは手を上げるだけでなく、主の受難にな
らって手を広げ、祈りによって主に証言する」 4と述べ、十字架上のキリ
ストの姿と重ねています。オリゲネス（184/5~253/84年）は、「手を伸ばし、
目をあげた姿勢は〔他の〕すべての〔姿勢〕よりも好ましいものであるこ
とを疑ってはなりません」 5と述べています。さらに、ヨアンネス・クリ
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